
ＴＯＰ森のくれよん京都 2014 6 月活動報告 

 

 

  IN 大原郊外学舎 

活動日時：6 月 8 日（日） 

活動プログラム： 

午前 

集合・あいさつ 

おはよう！梅雨の時期にも関わらずい

い天気だね。活動日和！今日は農作業体

験！何をするのかな…？ 

 

土遊び 

農作業体験 

（肥料まき・耕す・ 

畝作り） 

 

まずは畑の土で遊んでみよう！ふかふ

かで、掘っていくと土の中はひんやり冷

たいね！なんでだろう？？ 

そしてまずは元気な土になるように肥

料まきから始めるよ。とっても暑いね。

でも、美味しい野菜が育つようにみんな

で頑張ろうね！こうやって畑が少しず

つできていくことを初めて知ったね！ 

お昼ごはん 

もうへとへとだ～…。お弁当もペロリ

と食べて、午後からの作業のためにお腹

を満たそうね。 

午後 

農作業体験 

（ビニールかけ・  

苗植え・水やり） 

おやつ 

土遊び 

午後からはいよいよ苗を植えるために

畝を完成させていくよ！大きなビニー

ルをみんなで持って被せて…。大事にそ

っと新しい命を土に植えようね。 

頑張った後は大好きな泥遊び！泥団子

うまく作れるかな？ 

まったね～ 

 今日は一日本当によく頑張ったね！ 

また夏・秋に収穫できることが今から待

ち遠しいね！ 

来月も元気に活動しようね、まったね～ 

＜全体感想＞ 

 

今月の活動はいつもとは違う“農作業体験”をしました。何もない畑に肥料をまき、土を

耕し、畝を作る。そして、大事に苗を植え一つの命をつないでいきました。梅雨の時期にも

関わらず炎天下の活動となりましたが、一人一人最後まで頑張りました。ポツンと「お野菜

作るのって大変だね」という言葉がでてきました。普段スーパーで並んでいるお野菜を何気

なく食べているみんな。ひとつひとつのお野菜には農家の方々の苦労や汗、また美味しく育

つようにと真心が込められているのです。みんなが植えた苗も大きく育つようにと一所懸命

に動いている様子がありました。また、土をいじるとたくさんの発見もありました。表面の

土はお天道様が照らしているので暖かいこと。しかし掘るとひんやり冷たい土がでてくるこ

と。たくさんの生き物が土の中で暮らしていること。そして、土遊びは最高に楽しい！とい

うこと。森や山などの自然の中とはまた違ったフィールドで、食や命について考え、多くの

発見があった活動となりました。             （濱野 かおる）                                                                                                                             


